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Annex 1：プロジェクトデザインマトリクス（Project Design Matrix：PDM） 

Version: 1（2019 年 3 月 1 日版） 

 
プロジェクト名: 灌漑水管理能力向上プロジェクト 

（Project for Water Management and Capacity Building in Rwanda） 
協力期間: 5 年（2019 年から 2024 年） 

対象地域: 東部県ルワマガナ郡とンゴマ郡（及び南部県ギサガラ郡） 裨益者: ルワンダ農業庁（RAB）、灌漑水利組合（Irrigation Water Users Organization: 

IWUO）、郡 

実施機関: ルワンダ農業庁（Rwanda Agricultural Board: RAB） 協力機関: 地方政府省（Ministry of Local Government: MINALOC）、郡政府、ルワンダ協

同組合局（Rwanda Cooperative Agency: RCA）、ルワンダ統治庁（Rwanda 

Governance Board: RGB） 

プロジェクト概要 指標 指標入手の方法 外部条件 

上位目標 

IWUO（灌漑水利組織）による灌漑地区管理のモデルがターゲッ

ト郡で実践される。 

 

ターゲット郡において確立された灌漑管理

システムに従って、少なくとも新たに 1 地

区で IWUO による管理が実施される。 

 

・ ターゲット郡の職員からの聞取

り 

 

プロジェクト目標 

モデル地域において IWUO によるスキーム管理能力が向上す

る。 

 

1. IMT の実施手順、IWUO の支援体制

（役割分担を含む）が整備され、モデ

ル地区の IWUO の満足度がＸ％以上改

善される。 

2. モデル地区において IWUO で合意され

た計画（組織運営、維持管理、水配

分、営農）がＸ％以上実践される。 

 

・ プロジェクトレポート（モニタ

リングと評価の報告書を含む）  

郡や農業、灌

漑、農協のサブ

セクターの職員

配置に極端な変

化がない。 

成果 

1. IMT の実施手順、IWUO の支援体制（役割分担を含む）、支

援内容及びモニタリング手法が明確化される。 

 

・ IMT 実施マニュアルが JCC で承認さ

れる。 

 

・ JCC 議事録  

 

2. モデル地区において IWUO の組織強化が図られる。 

 

・ IWUO 運営改善マニュアルが JCC で

承認される。 

・ JCC 議事録 

3. モデル地区において維持管理が適正に行われる。 ・ 維持管理マニュアルが JCC で承認さ

れる。 

・ JCC 議事録 

4. モデル地区において水管理が適正に行われる。 ・ 水管理マニュアルが JCC で承認され

る。 

・ JCC 議事録 

5. モデル地区において営農が改善される。 ・ モデル地区で選定された営農方法が実

践される。 

・ プロジェクトプログレスレポー

ト 
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活動： 

 

成果 1 に関する活動: 

1-1：ベースライン調査を通して、現在の IMT の実施手順の課

題を整理する。 

1-2：ベースライン調査を通して、IMT 推進及び IWUO への支

援に係る役割分担の課題を整理する 

1-3：ベースライン調査を通して、IWUO への支援システムの

課題を整理する。 

1-4：JCC でモデル地区の選定が承認される。 

1-5：上記 1.1～1.3 の課題に対する改善活動を実施する。 

1-6：改善状況のモニタリングを実施する。 

1-7：IMT の実施手順、支援体制（役割分担を含む）、支援内

容及びモニタリングについての IMT 実施マニュアル

（案）を作成する。 

1-8：C/P が実施する IWUO 政策・戦略と省令の改正案の作成

を支援する。 

 

成果２に関する活動: 

2-1：ベースライン調査を通して現状の課題（IWUO の登録、

規則や内規、IMTA の条件、農協との連携、水利権等）を

整理する。 

2-2：上記活動 2-1 を踏まえて、IWUO 管理に係る改善計画

（リーダーシップ、会計、総会・理事会及び農協との連

携等）作成する。 

2-3：改善計画を踏まえ、C/P に講師としての研修を実施す

る。 

2-4：IWUO 運営強化マニュアル（案）を作成する。 

2-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 

2-6：上記 2-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 

2-7：IWUO 管理に係るモニタリング・評価システムを立ち上

げる。 

2-8：モニタリング及び評価を実施する。 

 

 

 

投入  

 

日本側 

 

1. 専門家派遣 

(1) チーム専門家 

1) 総括／灌漑スキーム運営 

2) 灌漑水利組織 

3) 維持管理／水管理  

4) 営農  

5) 業務調整／研修 

 

(2) 短期専門家 

必要に応じて 

 

2. カウンターパート研修 

・ 本邦研修 

・ 第三国研修 

 

3. 機材提供 

・ プロジェクト実施に必要な機材 

ルワンダ側 

  

1. C/Ps の配置 

(1) プロジェクト・ダイレクター 

(2) プロジェクト・マネージャー 

(3) 日本人専門家と共に活動する

中央、ゾーン、郡レベルのコ

ア C/Ps 

2. プロジェクト事務所（キガリの

RAB 内）及び 2 県でのステーシ

ョン内の作業スペース 

3. 現地運営・活動費 

 上記プロジェクト事務所の水道・

電気代 

 C/Ps の交通費 

 通信費 

前提条件 

 

農業・動物資源

省と地方政府省

の間で、プロジ

ェクトの協働に

ついての合意が

得られる。 
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成果３に関する活動: 

3-1：ベースライン調査を通して、維持管理の現状及び課題を

整理する。 

3-2：上記 3-1 を踏まえ、モデル地区の維持管理計画（案）を

作成する。 

3-3：維持管理計画（案）を踏まえ、C/P に講師としての研修

を実施する。 

3-4：維持管理マニュアル（案）を作成する。 

3-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 

3-6：上記 3-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 

3-7：モニタリング及び評価を実施する。 

 

成果４に関する活動: 

4-1：ベースライン調査を通して、灌漑地区の水管理及び圃場

レベルの水管理の現状及び課題を整理する。 

4-2：上記 4-1 を踏まえ、モデル地区の水管理計画（案）を作

成する。 

4-3：水管理計画（案）を踏まえ、C/P に講師としての研修を

実施する。 

4-4：水管理改善マニュアル（案）を作成する。 

4-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 

4-6：上記 4-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 

4-7：モニタリング及び評価を実施する。 

 

成果５に関する活動: 

5-1：ベースライン調査を通して、普及体制、営農に係る現状

及び課題を整理する。 

5-2：関連プロジェクトの実施を通して得られた経験や教訓を

もとに、適切な営農技術を抽出する。 

5-3：抽出された適正な営農技術を実践させるために、C/P に

講師としての研修を実施する。 

5-4：営農研修テキストを作成する。 

5-5：モデル地区において C/P 講師により研修を実施する。 

5-6：各活動のモニタリング及び評価を実施する。 
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Annex 1：プロジェクトデザインマトリクス（Project Design Matrix：PDM） 
Version: 2（2021 年 3 月 1 日版） 

 
プロジェクト名: 灌漑水管理能力向上プロジェクト 

（Project for Water Management and Capacity Building in Rwanda） 
協力期間: 5 年（2019 年から 2024 年） 

対象地域: 東部県ルワマガナ郡とンゴマ郡及び南部県ギサガラ郡 裨益者: ルワンダ農業・動物資源開発庁（RAB）、灌漑水利組合（Irrigation Water Users 
Organization: IWUO）、郡 

実施機関: ルワンダ農業・動物資源開発庁（Rwanda Agricultural and Animal 
Resources Development Board: RAB） 

協力機関: 地方政府省（Ministry of Local Government: MINALOC）、郡政府、ルワンダ協

同組合局（Rwanda Cooperative Agency: RCA）、ルワンダ統治庁（Rwanda 
Governance Board: RGB） 

プロジェクト概要 指標 指標入手の方法 外部条件 
上位目標 
IWUO（灌漑水利組織）による灌漑地区管理のモデルがターゲッ

ト郡で実践される。 

 
ターゲット郡において確立された灌漑管理

システムに従って、少なくとも新たに 1 地

区で IWUO による管理が実施される。 

 
・ ターゲット郡の職員からの聞取

り 

 

プロジェクト目標 
モデル地域において IWUO によるスキーム管理能力が向上す

る。 

 
1. IMT の実施手順、IWUO の支援体制

（役割分担を含む）が整備され、モデ

ル地区の IWUO の組織能力*1が 70％以

上に改善される。 
2. モデル地区の IWUO の能力強化のため

の優先度の高い合意計画*2（組織運

営、維持管理、水配分、営農）がすべ

て実践される。 
 

*1 本プロジェクトでは、IWUO のキャパシティを

3 つのカテゴリ（県境基盤、テクニカルキャパシ

ティ、コアキャパシティ）に分類し、各カテゴリ

において複数の指標を設けて評価を行うキャパ

シティアセスメント手法を適用する。ここでは、

本手法におけるテクニカルキャパシティとコア

キャパシティの達成率の平均を組織能力と定義

する。 

*2 合意計画は、「灌漑スキーム管理能力強化プロ

グラム」の基礎となる改善計画／研修実施計画の

中から選定される。プロジェクト終了後も適宜

IWUO の状況確認と必要な研修活動が実施され

 
・ モデル地区の IWUO のキャパシ

ティアセスメント 
・ プロジェクトレポート（モニタ

リングと評価の報告書を含む）  

郡や農業、灌

漑、農協のサブ

セクターの職員

配置に極端な変

化がない。 
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ることとする。合意計画の詳細は別添資料を参照

のこと。 
成果 
1. IMT の実施手順、IWUO の支援体制（役割分担を含む）、支

援内容及びモニタリング手法が明確化される。 

 
・ IMT 実施マニュアルが JCC で承認さ

れる。 

 
・ JCC 議事録  

 

2. モデル地区において IWUO の組織強化が図られる。 
 

・ IWUO 運営改善マニュアルが JCC で

承認される。 
・ JCC 議事録 

3. モデル地区において維持管理が適正に行われる。 ・ 維持管理マニュアルが JCC で承認さ

れる。 
・ JCC 議事録 

4. モデル地区において水管理が適正に行われる。 ・ 水管理マニュアルが JCC で承認され

る。 
・ JCC 議事録 

5. モデル地区において営農が改善される。 ・ モデル地区で選定された営農方法が実

践される。 
・ プロジェクトプログレスレポー

ト 
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活動： 
 
成果 1 に関する活動: 

1-1：ベースライン調査を通して、現在の IMT の実施手順の課

題を整理する。 
1-2：ベースライン調査を通して、IMT 推進及び IWUO への支

援に係る役割分担の課題を整理する 
1-3：ベースライン調査を通して、IWUO への支援システムの

課題を整理する。 
1-4：JCC でモデル地区の選定が承認される。 
1-5：上記 1.1～1.3 の課題に対する改善活動を実施する。 
1-6：改善状況のモニタリングを実施する。 
1-7：IMT の実施手順、支援体制（役割分担を含む）、支援内

容及びモニタリングについての IMT 実施マニュアル

（案）を作成する。 
1-8：C/P が実施する IWUO 政策・戦略と省令の改正案の作成

を支援する。 
 

成果２に関する活動: 
2-1：ベースライン調査を通して現状の課題（IWUO の登録、

規則や内規、IMTA の条件、農協との連携、水利権等）を

整理する。 
2-2：上記活動 2-1 を踏まえて、IWUO 管理に係る改善計画

（リーダーシップ、会計、総会・理事会及び農協との連

携等）作成する。 
2-3：改善計画を踏まえ、C/P に講師としての研修を実施す

る。 
2-4：IWUO 運営強化マニュアル（案）を作成する。 
2-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 
2-6：上記 2-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 
2-7：IWUO 管理に係るモニタリング・評価システムを立ち上

げる。 
2-8：モニタリング及び評価を実施する。 

 
 
 

投入  
 

日本側 
 
1. 専門家派遣 
(1) チーム専門家 

1) 総括／灌漑スキーム運営 
2) 灌漑水利組織 
3) 維持管理／水管理  
4) 営農  
5) 業務調整／研修 

 
(2) 短期専門家 

必要に応じて 
 
2. カウンターパート研修 
・ 本邦研修 
・ 第三国研修 

 
3. 機材提供 
・ プロジェクト実施に必要な機材 

ルワンダ側 
  
1. C/Ps の配置 

(1) プロジェクト・ダイレクター 
(2) プロジェクト・マネージャー 
(3) 日本人専門家と共に活動する

中央、ゾーン、郡レベルのコ

ア C/Ps 
2. プロジェクト事務所（フイエの

RAB 内）及び 2 県でのステーシ

ョン内の作業スペース 
3. 現地運営・活動費 
 上記プロジェクト事務所の水道・

電気代 
 C/Ps の交通費 
 通信費 

前提条件 
 
農業・動物資源

省と地方政府省

の間で、プロジ

ェクトの協働に

ついての合意が

得られる。 
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成果３に関する活動: 
3-1：ベースライン調査を通して、維持管理の現状及び課題を

整理する。 
3-2：上記 3-1 を踏まえ、モデル地区の維持管理計画（案）を

作成する。 
3-3：維持管理計画（案）を踏まえ、C/P に講師としての研修

を実施する。 
3-4：維持管理マニュアル（案）を作成する。 
3-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 
3-6：上記 3-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 
3-7：モニタリング及び評価を実施する。 

 
成果４に関する活動: 

4-1：ベースライン調査を通して、灌漑地区の水管理及び圃場

レベルの水管理の現状及び課題を整理する。 
4-2：上記 4-1 を踏まえ、モデル地区の水管理計画（案）を作

成する。 
4-3：水管理計画（案）を踏まえ、C/P に講師としての研修を

実施する。 
4-4：水管理改善マニュアル（案）を作成する。 
4-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 
4-6：上記 4-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 
4-7：モニタリング及び評価を実施する。 

 
成果５に関する活動: 

5-1：ベースライン調査を通して、普及体制、営農に係る現状

及び課題を整理する。 
5-2：関連プロジェクトの実施を通して得られた経験や教訓を

もとに、適切な営農技術を抽出する。 
5-3：抽出された適正な営農技術を実践させるために、C/P に

講師としての研修を実施する。 
5-4：営農研修テキストを作成する。 
5-5：モデル地区において C/P 講師により研修を実施する。 
5-6：各活動のモニタリング及び評価を実施する。 
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Annex 1：プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM） 

Version: 3（2022 年 3 月 1 日版） 

プロジェクト名: 灌漑水管理能力向上プロジェクト 

（Project for Water Management and Capacity Building in Rwanda） 
協力期間: 6 年（2019 年から 2025 年） 

対象地域: 東部県ルワマガナ郡とンゴマ郡及び南部県ギサガラ郡 裨益者: ルワンダ農業・動物資源開発庁（RAB）、灌漑水利組合（Irrigation Water Users 

Organization: IWUO）、郡 

実施機関: ルワンダ農業・動物資源開発庁（Rwanda Agricultural and Animal 

Resources Development Board: RAB） 
協力機関: 地方政府省（Ministry of Local Government: MINALOC）、郡政府、ルワンダ協

同組合局（Rwanda Cooperative Agency: RCA）、ルワンダ統治庁（Rwanda 

Governance Board: RGB） 

プロジェクト概要 指標 指標入手の方法 外部条件 

上位目標 

IWUO（灌漑水利組織）による灌漑地区管理のモデルがターゲッ

ト郡で実践される。 

 

ターゲット郡において、少なくとも 1 地区

で灌漑管理システムに従った（IWUO によ

る）管理が実施される。 

 

・ ターゲット郡の職員からの聞取

り 

 

プロジェクト目標 

モデル地域において IWUO によるスキーム管理能力が向上す

る。 

 

1. IMT の実施手順、IWUO の支援体制

（役割分担を含む）が整備され、モデ

ル地区の IWUO の組織能力*1が 70％以

上に改善される。 

2. モデル地区の IWUOの能力強化のため

の優先度の高い合意計画*2（組織運

営、維持管理、水配分、営農）がすべ

て実践される。 

 

*1 本プロジェクトでは、IWUO のキャパシティを

3 つのカテゴリ（県境基盤、テクニカルキャパシ

ティ、コアキャパシティ）に分類し、各カテゴリ

において複数の指標を設けて評価を行うキャパ

シティアセスメント手法を適用する。ここでは、

本手法におけるテクニカルキャパシティとコア

キャパシティの達成率の平均を組織能力と定義

する。 

*2 合意計画は、「灌漑スキーム管理能力強化プロ

グラム」の基礎となる IP/TP 計画の中から選定さ

れる。プロジェクト終了後も適宜 IWUO の状況確

認と必要な研修活動が実施されることとする。合

意計画の詳細は別添資料を参照のこと。 

 

・ モデル地区の IWUO のキャパシ

ティアセスメント 

・ プロジェクトレポート（モニタ

リングと評価の報告書を含む）  

郡や農業、灌

漑、農協のサブ

セクターの職員

配置に極端な変

化がない。 
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成果 

1. IMT の実施手順、IWUO の支援体制（役割分担を含む）、支

援内容及びモニタリング手法が明確化される。 

 

・ IMT 実施マニュアルが JCC で承認さ

れる。 

 

・ JCC 議事録  

 

2. モデル地区において IWUO の組織強化が図られる。 

 

・ IWUO 運営改善マニュアルが JCC で

承認される。 

・ JCC 議事録 

3. モデル地区において維持管理が適正に行われる。 ・ 維持管理マニュアルが JCC で承認さ

れる。 

・ JCC 議事録 

4. モデル地区において水管理が適正に行われる。 ・ 水管理マニュアルが JCC で承認され

る。 

・ JCC 議事録 

5. モデル地区において営農が改善される。 ・ モデル地区で選定された営農方法が実

践される。 

・ プロジェクトプログレスレポー

ト 
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活動： 

 

成果 1 に関する活動: 

1-1：ベースライン調査を通して、現在の IMT の実施手順の課

題を整理する。 

1-2：ベースライン調査を通して、IMT 推進及び IWUO への支

援に係る役割分担の課題を整理する 

1-3：ベースライン調査を通して、IWUO への支援システムの

課題を整理する。 

1-4：JCC でモデル地区の選定が承認される。 

1-5：上記 1.1～1.3 の課題に対する改善活動を実施する。 

1-6：改善状況のモニタリングを実施する。 

1-7：IMT の実施手順、支援体制（役割分担を含む）、支援内

容及びモニタリングについての IMT 実施マニュアル

（案）を作成する。 

1-8：C/P が実施する IWUO 政策・戦略と省令の改正案の作成

を支援する。 

 

成果２に関する活動: 

2-1：ベースライン調査を通して現状の課題（IWUO の登録、

規則や内規、IMTA の条件、農協との連携、水利権等）を

整理する。 

2-2：上記活動 2-1 を踏まえて、IWUO 管理に係る改善計画

（リーダーシップ、会計、総会・理事会及び農協との連

携等）作成する。 

2-3：改善計画を踏まえ、C/P に講師としての研修を実施す

る。 

2-4：IWUO 運営強化マニュアル（案）を作成する。 

2-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 

2-6：上記 2-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 

2-7：IWUO 管理に係るモニタリング・評価システムを立ち上

げる。 

2-8：モニタリング及び評価を実施する。 

 

 

 

投入  

 

日本側 

 

1. 専門家派遣 

(1) チーム専門家 

1) 総括／灌漑スキーム運営 

2) 灌漑水利組織 

3) 維持管理／水管理  

4) 営農  

5) 業務調整／研修 

 

(2) 短期専門家 

必要に応じて 

 

2. カウンターパート研修 

・ 本邦研修 

・ 第三国研修 

 

3. 機材提供 

・ プロジェクト実施に必要な機材 

ルワンダ側 

  

1. C/Ps の配置 

(1) プロジェクト・ダイレクター 

(2) プロジェクト・マネージャー 

(3) 日本人専門家と共に活動する

中央、ゾーン、郡レベルのコ

ア C/Ps 

2. プロジェクト事務所（フイエの

RAB 内）及び 2 県でのステーシ

ョン内の作業スペース 

3. 現地運営・活動費 

 上記プロジェクト事務所の水道・

電気代 

 C/Ps の交通費 

 通信費 

前提条件 

 

農業・動物資源

省と地方政府省

の間で、プロジ

ェクトの協働に

ついての合意が

得られる。 
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成果３に関する活動: 

3-1：ベースライン調査を通して、維持管理の現状及び課題を

整理する。 

3-2：上記 3-1 を踏まえ、モデル地区の維持管理計画（案）を

作成する。 

3-3：維持管理計画（案）を踏まえ、C/P に講師としての研修

を実施する。 

3-4：維持管理マニュアル（案）を作成する。 

3-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 

3-6：上記 3-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 

3-7：モニタリング及び評価を実施する。 

 

成果４に関する活動: 

4-1：ベースライン調査を通して、灌漑地区の水管理及び圃場

レベルの水管理の現状及び課題を整理する。 

4-2：上記 4-1 を踏まえ、モデル地区の水管理計画（案）を作

成する。 

4-3：水管理計画（案）を踏まえ、C/P に講師としての研修を

実施する。 

4-4：水管理改善マニュアル（案）を作成する。 

4-5：モデル地区において C/P 講師により IWUO への研修を実

施する。 

4-6：上記 4-5 の実践を踏まえ、マニュアルの改善を行う。 

4-7：モニタリング及び評価を実施する。 

 

成果５に関する活動: 

5-1：ベースライン調査を通して、普及体制、営農に係る現状

及び課題を整理する。 

5-2：関連プロジェクトの実施を通して得られた経験や教訓を

もとに、適切な営農技術を抽出する。 

5-3：抽出された適正な営農技術を実践させるために、C/P に

講師としての研修を実施する。 

5-4：営農研修テキストを作成する。 

5-5：モデル地区において C/P 講師により研修を実施する。 

5-6：各活動のモニタリング及び評価を実施する。 

 



Annex 4: R/D, M/M, Minutes of JCC 
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Nlinutes ofthe nftb JoiⅡt coordiⅡatin琴 Committee 入11eetiⅡ琴 ofthe project for 研later

Mana倉ement and capacity Buildin晋 in the Republic ofRwanda,23m July,2021

1.1Ⅱtroduction

In line with the implementation of汽he project 血r water Management and capacity Building in

the Republic ofRwanda (WAMCAB)" based on the Records ofDiscussions(R/D)si三ned 0η 27th

September,2018 betweentheGovemmentofRwandarepresentedbytheDirectorGeneralofRAB

鬮d JICA represented by the chief Representative; Rwanda offlce, the Π丘h Joint coordinatin旦

Committee (JCC) meetin8Wasorganized virtua11y as covlD・19 Preventionmeasureson 23rdJuly,

2021,

r

2. A套end包ofthe5血Jcc meetin習

1. summary ofActivity pr08ress/plan and Approval ofMonitoring sheet #4

2. pointto be considered fbrp0ⅡCyAdvice on lwuo and lMT

3. F0110、¥ up onNutrition・sensitive Agriculture

The meeting started at 9hoo a11d ended at 11h30 am.

3. padicipants ofthe meeting

DifferentpersonalitieS 行'om institutions concerned bythe projectimplementation as defined 伽 R/'D

attended the meeting:

● RAB: DDG in char菖e of A旦riculture Research and Techn010gy Tr引Istヒr (Deputy project

Director/ delegated chair),1Wuo specialist (chief lmplementer), and senior Agonomist

(core counterpartin charge ofFarm Management);

● MINAGRI: Represent爪iveucc Member);

● MINALOC: LED specialist σCc vice・chair);

● RGB: Representative(Jcc observor);

(
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. DiS廿icts: vice Mayor 行om Gisa倉ara, Director of Agriculture and Natural ResouNeS 丑'om

Ngoma,抑d delegated staff丑'om Rwamagarla σCC Member);

JICA Rwanda 0伍Ce: chiefRepresen仏tive, pr08ramme Adviser fbr Agriculture/ Nutrition,

and progaln officer 血r Agiculture/Nutrition;

JICA Experts ofwAMCAB project: chiefAdvisor/1rri冬ation policy, DepU切 ChiefAdvisor/

In地ation policy,0&Nv water M閲agement/ capacityDevelopment, coordinatiolvTrainin留,

Farm Management, and NU廿ition・sensitive Farm Management ucc Members);

Local ExpeHs of 、入rAMCAB project: Local coordinator/ 1W、UOS 0伍Cer,1WUO OHicer at

Rwamagana, AssistanHwuos omcer/secretary,11nigation Enaineer,2 Agronomists

.

.

( .

4. Meetin冨achievements

4.1. opeⅡin套remarks

Atthe beginning ofthe meeting, DDG in charge ofAgricU此Ure Research and Teclm010gyTransfer

as delegate ofchair ofthe meeting checked the attendance ofthe Jcc members and he greeted aⅡ

meeting pa此icipantS 行'om din'erent institutions and JICA experrteam.1n his opening remarks,

DDG ofRAB thanked a11 Participantsto a廿end remotelythe 5th Jcc meeting and inⅥtethem

He explalned that wAMCAB isfive years' projectstarted March 2019 and wi11end up Apri12024,

DDG appreciatedthe achievements ofwAMCAB projectdespi如thecircumstances ofcovlD.19

P肌demic and highly valued the method010gy used by the project fbr implementing its activities

a】1d he encouraged the project to keep the momentum a11d continue to prevail over the hard

moments of小e pandemic. He thanked the initiative ofthe projectto operate in southem province

、¥here the Govemment had many schemes with irri旦ation cha11enges.

He opened the meeting 0伍Cia11y 如d expNssed his 、vishes for the 5th Jcc meeting to be a

Productive and ft'Ⅱit丘11.

ー、、
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4.2. statement

The chiefRepresentative ofthe JICA Rwanda 0伍Ce,in his statement,菖reeted aⅡ Jcc members

andexpressedhispleasuretoaaendthe5thJccmeeting.Hethanked wAMCAB projectlomanage

2

1ひ 0(, 1



、

」

〆ー""'、

、 1'゛ Y

、.、

to continue implementation ofactiV北ies despite the di缶CU11ies caused by covlD・19 P即demic

andappreciatedthesupport丘omRAB/MINAGRI,thememberS丑'omtheDistricts,jccmembers/

Observe玲 and expert team to make activities "exible as much as possible. He explained and

apprecia比d activitiesimplemented on ground Hke notonly in RwamagarlaandNgoma22 irrigation

Schemes whichhavebeen developedand areoperational, butalso in GisagaraDistrict, wheresmaⅡ,

Scale water harvesting have been insta11ed on a trial basis, and rehabHitation offarm roads have

been conducted usin号 DO・Nou techn010gy in c011aboration 、¥北h Japanese NGO.

The chiefRepresentative ofJICA wished active participation and discussions as it was a biarlnual

meeting tbr confimling the progress ofthe project and the way forward. He sU目gested the meeting

Outputregarding the way forward 血rthe nextJcc should be reviewed atthatJcc meeting.

rheprqiectfor lpateru'aπ4ge抗eπt4πd
C叩4Ciか召UildiπgiπRW4πd4イ朋UC隆βノ
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'、

^
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4.3. preseⅡta雌ons

1. summary ofActivity progress/ plan and Approval ofMonitoring sheet #4

Presenter: Mr. MPORANA Jules,the chiefhnplementer

2. pointto be considered for policy Advice on 1訊lruo and lMT

Presenter: Nlr. TAKIGAW'A Eiichi, Deputy chiefAdviser/1nigation policy

3. F0110w up on Nutrition・sensitive Agriculture

Presenter: Mr. SHYIRAMBERE oswald/core c/psin char傘eofFarm Mana冬eme爪

4.3.1. The summary ofActivi切 Pr0客ress/plan and ApprovalofM0Ⅱ赴oring sheet#4

Ihe project chieflmplementer/ Nh. MPORANA Julesreminded the participanlsthe summary of

the project, and the Memorandum ofunderstanding (MOU) signed among the project, RAB 砥ld

DiS廿ict regarding each responsibility a11d cost sharing. He explained that the first phase of the

Project had been covered and the second phase as TechnicalGuidance phase 、Nas under号oing W北h

dif負Culties caused bythe globalpandemic ofcovlD・19, butthe S廿on三 team hired by wAMCAB

Project and C炉 Worked togethert0 仏Ckle the problem guided by JICA expertsteam.

He appreciated the innovation of the projecl for including the important staffs ca11ed Field

C011aborators (FC) in the implementation structure, and explained 廿lat Fcs were selected 丘om

ー'＼
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their community to provide daily basis coaching t0 仏rmers 、vithin the scheme. They are familiar

With farmers and would continue to work with lw、uo even a丑erthe project. He appreciated also

the contribution ofDistricts and Dlsc memberS 血rthe ihigation scheme management.

He presented activities covered by each oU即Ut on ground and explained that because ofcov^

19 Pandemic which prevented the projectto conducttraining as planned,the projectinnovated the

ne、N strate三y ofradiotraining progranlwhich thetrialwas broadcasted usinaRwandaBroadcastin容

Agency (RBA). A丘er conducted, the fb110w up survey was conducted to c011ect farmers'

Perceptions and ideaS 血r the next training program. AISO, he emphasized that the short-term

achievementin temls ofwater fee c011ection,0&M activities by lw、UO, and the contribution FCS.

Discussions about the summary of actiV北y progress/plan was done among the participants as

兪)ⅡOWS

》 MS, Rieko sH旧ATA, programme Adviser 血r Agriculture/ NU訂'ition JICA Rwanda office,

asked whether the c011ected amount of water fee last season 2021B is enough or not, and

Whetherthere is any 仇rgeted amount ofwater 先esto be c011ected asthe water 鳥e depends on

the available irrigation faci1武ies and also the scale ofthe iNi琴ation scheme. she also asked

Whetherthere is any demarcation like cost sharin倉 between lw、uo and the Govemment for

0&M.

Mr. pascalFURAHA,theprogralnme0伍Cer/A冬ricU此UreendNutritionJICARwanda0価Ce,

asked whetherirrigation water 企es c011ection in other modelsites ratherth飢 Rwamagana is

Per血nning weⅡ or stⅡ1 仏Cing some cha11enges, so that, they can learn 丘'om Rwamagana

achievementifthey are not performing weⅡ.

DDG in charge of A号riculture Research and Techn010gy Transfer provided the supportin傘

explanations on costsharing between lw'uo and the Govemment by highli套hting the content

Of lMIA that R、、B, District atld lwuo sign when handing over the in電ation schemes,the

role ofeach in terms ofcost sharing is dear. HO、Never, the responsibⅡity ofthe Govemment

is basica11y 血r the heavy civil works, repairing electricity facilities that support inigation,

Pumping machines. Forthe routine maintenance such asrepairing sprinklers, cleanin畠, etc, are

4
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done by lw"UO.1n case that heavy costis needed 廿lat can be caused by disasterlike aood etc.,

the Govemment has to inteNene tbrthese damages as weⅡ. He finaⅡy expressed that cost

Sharing is,already applied butthere is stiⅡ Way to see how the lw'uo can be empowered, SO

that,it wi11be able to contribute t0 山e work in comma11ded area such thatwater users wi11仇ke

responsibility wi寸lin 伽e scheme wi廿10ut much relaying from govemmentsuppod.

MS. N仏TSUDA, coordin飢ion 舶d Training in wAMCAB,如Swered thatthetarget amount

has not yet been we11 estimated, als01研Iuo are carrying out possible activities within the

W誠er fees c011ected.1n particular,the lw"uos ofN号oma and Rwamagana havejuststarted to

C011ect water fees and 、¥i11Conductactivities such asthe development ofan Aotion plan, which

is a bud菖et planning oflw"UO. Regardin琴廿le question 丘om Mr. pascal, Gisagara modelsites

have per命rmed beせer so far in terms ofwater fees compared to othertwo si加S in terms of

Water kes.1n N旦iryi scheme, water fヒes have been and continue to be c011ected almost as

Planned. onthe other hand,in the lastseason in Nyabuyogera scheme,the waler fees were not

C011ected weⅡ dueto the maize market problem faced durin号 COVID・19.

(

》
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Pointto be c0ⅡSidered for policy advice 0Ⅱ Iwuo and lMf4.3.2.

In his presentation, Mr. TAKIGAW、A, Deputy chiefAdvisor/1rrigation policyofwAMCAB

Project血Cussedonthemajorsubjectsaddressed by wAMCAB such as a) Establishmentand

registration of lwuo and lMI,(2) organization and function of lwuo,(3) Relationship

between lwuo and cooperative,(4) support forlwuo bythe govemment organization and

Private service providers, and (5) Law and regishations concemin8 1W'uo and lMT.1n

addition, he highlighted the m@ior c0船廿aint areaS 仏Cing the inigation sector in Rwanda,

Cunent situation 田ld cha11enges identified throU旦h the activity in 圦IAMCAB, so far the

recommended action fbr appropriate irriaation mana邑ement.

The discussions among the participants are as f0110WS:

》 Mr. shin NIARUO, chief Representative of JICA Rwanda 0伍Ce, asked about the

Proposal fbr the sma11・scale irrigation scheme of creating scheme Management

1五 風、 グ
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Committee (SMC) workingundercooperative insteadoflwuo, whetherthecunentrule

OfestablishinB arl Ngardless ofthe size ofirrig舐ion scheme was stゆUlated in the law.

Mr. TAKIGAWA, Deputy chief AdYisor/ 1nig粧ion polic), of wAMCAB project

explained that it was stゆUlated by Ministerial order, and the proposal was beyond that.

However, in practice, some irrigation schemes do not have 血Cilities to be ma11aged by

Iwuo and/or do not have enough capacity to hire supportin8 Sta仟S such mana旦ers,

accountant and sometimes agronomist. until no、N, SMc has been under the cooperative

at Nyabuyogera modelsite, and 小at model wi11 be proposed as a more practical model at

the field level.

DDG in charge ofAgicU1加re Research and Techn010名y Tr飢Sfer appNciated the critical

analysis developed by wAMCAB team related to the current orga11izationalstructure of

IW"uo hi旦hlightlng the gaps and proposed some modiacations or adjusmlents. He

Commented on "how、Ne can have an irrigation committee 、Nithin the existing cooperative,

how the new proposed struC加re per血rms compare to the exiting one in some inigation

Schemes, so that,it w'i11 help to make a comparative assessment and see which modelis

the bestthen it can be proposed.

Regarding the modi負Cation such as" creation ofirri套ation department under MINAGRI"

the DDG 、Nished thatit may be discussed probably intema11y This time, he mentioned

that MINAGRl is dealina with a8ricultural policy, yet RAB is responsible for

implementation and work under MINAGRI. However, creation ofirrigation department

Under MINAGRl may not be appropriate. This,it would be discussed 知d sum up with

dearrecommendations.

On the other h勧d, DDG said 血飢 although the RAB stNcture showS 仙attheN is no

Iwuo associated department, k、'.B has in地ation experts and lwuo specialists whose

terms of re1ヒrence coverthe support of 1圦1『UO. However, he mentioned that one splu

Stmcture is being "nalized, where there wi11 be a number of positions who wi11 be

Nsponsible,血rlwuos manageme爪and support.

Mr. Norio KUNIYASU,the project chiefAdviser,revealed that once the Japanese team

Wi11 Come back to Rwanda, they wi11 Consult not only with RAB but also other
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Organizations such as world Bank conducted study on policy advice.1n addition, he

mentioned that the policy recommendations that has been presented (during 5th JCC

meeting) wasthe flrst dra介 and welcomed aⅡ inputs contribution 介om Jcc members not

Onb durin倉 the meeung but also a丑er. Based on discussions made, the dra丑 on policy

advice wi11 be finalized accordingly.

(
4,3.3. F0ⅡOW 11P on nutrition・sensi"ve a客ricultⅡre

Mr. SHYIRAMBERE oswald, seniorAgronomist/RAB presented aboutthe development of

Cropping calendarfbr Nutrition Dense Food in two targetirrigation schemes.

》 The DDG ofRAB, Deputy project Director, requested to clarity the cropping calendars

、¥hetherit has been prepared fbr each household orper person.1n addition, he commented

that despite the inclusion ofsweet potatoes in Nyabuyogera,there is stiⅡ a gap in tenns of

Protein and iron, and whatis aimed to be achieved, however,isthe balanced nutrition per

household.

》 By respondin8 to the above questions, MS. MOCHIZUKlin char菖e ofNU廿川on、sensitive

Farm Management 負'om JICA experts explained thatthe croppingcalendars are estimated

by each household. AISO, the proposal of cropping calendar is one exalnple to improve

Vitamin A intake by replacing conYentionalcrop 、、1ith sweet potato. AISO,the reasonwhy

iron intake is sti1110w even proposed in the cropping calendar geatly depends on 負eld

area, hence taking measurementsuch plantin" system is needed to be considered to cover

a11 nutrients、

》 The chief Represen仏tive of JICA Rwanda of負Ce, Mr. NIARUO, expressed 山atthe

nutr辻ion progr砥n wi11 must be continued by R、.B and Districts as main actors in

C011aboration with wAMCAB even a丑er p0ⅡCy Action was completed. To measure the

Program ef企Ct, ex・post evaluation is scheduled 血rtwo years later,in 2023.

(
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4.4. Meetin套Res01Ⅱtions

The participants ofthe meeting resolved the fb110wlngs:

》 The Monitoring sheet#4 Was approYed.

》 About Radio Training program, DDG emphasized on 此S importance in teaching,訂'ainin琴 and

giving infonnation to the fe110W 1訊11Uos especia11y under the situation ofcovlD-19 Where

Physical meetings are limited. Based on the presenled results, the meeting agreed on

rebroadcasting ofthe P鮎tl and 寸le extension with additionalthemes as part11in appropriate

time 、Nith longer period than before, and ifresources are available,廿le project was requested

to use also lv progratrl.

》 More precise water marlagement 、viⅡ be implemented based on the calculation of water

requirement atthe project demo plots 、¥ith more inteNention by JaP卸ese experts.

》 The dra丑 Policy advice wi11 be shared with RAB for additionalcomments and inputs.

》 The minutes ofthe previous Jcc meeting sha11 be shared atthe next Jcc meeting to remind

the participants 、Nhat was the discussions topics, resolutions and way forward.

》 concerning the local operation cost which shaⅡ be covered by the Rwandan side,1he chief

Representative ofJICA Rwarlda 0缶Ce explained that based on the discussion between RAB

and JICA, a11d considered the cha11enges under covlD・19, the Japa{1ese side 、¥i11 Cover the

Cost 丑'om lub2021 UntⅡ March 2022,

4.5. closin曹remark

Asdosingremarks,the DDG in charge ofAgicultureResearch and lnigation TranS企r/RAB, Dr.

BUCAGu charles on behalf of DG/ RAB thanked a11 Participants for their attendance 卸d

Contribution in the 5小 Jcc meeting.

(

ー'＼

.. jjkAj

(

* 吠、 r
8



¥

'

. ,

J-ー"'、

主 1、> Y

゛」、

rheprqiectjbr1尹ateru'4πage抗eπta呪d
Capaci卯B記ildiπgiπRW伽dar朋UC4召ノ
b弛der4Ssi甜α"ceqf'JIC盆 4πdi罪 Coordih4tion with ,1'1NAGRI'a"d凡'B

一■^."^'
i

■

MiⅡⅡtes com iled b

^
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呈脚塑'旦^

MPORANAJⅡles

WAMCAB chieflmplementer
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BUCAGucharles

WAMCAB Deputy pro ctDire

DePⅡty Director GeneralofRAB

呈旦藍旦^

ξ-1乙四W1えス
NorioKUNIYASU

WAMCAB chief Advisor / 1rri晉ation
Policy

9

0
゛
イ
・
・
・
、

硲
ン

ゞ
y
-

鰹
゛

一
'

゛
.

、

゛

゛
0

皀
1
,

,
、
.
.
゛

製
、
、

÷
:
;
'
ψ

、
一
コ
 
0
4
'

、
.



1

J-""'、

ウ 1heprιリectjbrHノαtιrlva,1α号e1πιntand' t lhetrιリeι'tjbrHノαtιrl a,1α号e1πι,1tan
、6;1 Capacio,βιιildiπ宮'iπR",andar"傾凡IC4おノ

ι'11dι,'・目.、.、i、r" 11ι・','」1'J1ι'., a11'/ i11 ι',',,・ιliJI"1i',,1 肌'il/1.り/、.1ξ,1tl '1nd k,・1 "

11

、1inⅡtc" of 畦1じ Si烹廿I Joint 〔oordinatinR ('omnlittcc 、R、etino for tht pro"ct n)r 、、'atcr
入1寵na客Cmぞ川 a11d 〔apacit)' BⅡildinR in thc Republic of R"anda

12小 NO、,omber.2021

1▲」

1. 1ntrodⅡCtion

1111inC 隅'ith thじ inlplcn1ピnlalk川 01"'1hc pR、jCじt un W社tcl' Mana皐Cnlcnt and capnじity BuildiⅡE
in RwaⅡda (WAMCAB)" hascd on lhe RじCordN of Discussions (R.,D) siencd on 27"'
SじPlcnibcl'きolx bCハVccn lhc Govcnlmcnl of Rwnnda f(山R) 1'CI}1'CSじnwd b>' 1hじ Dil'CCI01
(1Clwral(D{】} 01'1he R研'anda Agricultul'c and Anilnal Rじ甑,urじCS De、じ10plnじnt Boal'd { R<B}
繊】(1 小e .1aP磁1 1nlenlalional (0OPピralion A8ency (」1(A) rcl)TじSにn{ed by lhc ('hlcl'
RじPI'CS亡ntalivc of Rwanda officc、 thc sixth 、10int ('ooldinιlting (01れmitlcc (J(C) mcctinu
、、'as 01'gani7Cd 0η 12'1' NO、'cnlbcl' 2021 己{ 1hc l,鷲M IGo holclin K i甘ali.

乞. A昇Cnda ofthC 6n' JC〔 mcctin晉

RC、uluuon 01'{hC 5小 J('('1nじCunN
Sumnlal'y of activity pt'ogl'esN and 叫、P丘"'al of thじ Moniloring shcct l;5
Introductk川 ofaood pl'nclicc a1 小C schcmc lcYCI
C011U1祉,rn1Ⅱ)n 、、'11h olhⅢ' 1ゞoiCじ"

Fce〔1[χ1じk from 111ピ Monitorin甘 M6ゞon

Discussion on ⅡIC 槌、ay lbn、'ard

3. participantsofthξ.罰ICC"訂套

Thじ nWピ1i11尽、Nas at1じ1】dcd b)' PCI'son訂C1 行0111 、ar1ι1ⅡS 川SlilU110ns i1ハ'01、'cd 111 tl】じ
ilnP1じlncntalion of {hc proiCじl as dcnned in l}1ピ R 'D.1n :1ddilion.1hc Mid・1ピ1'nl N1い11i{{11'ilw
1'eanl h01丁1.11('A Hcadquarlc】's n,OS ) panicipaled i訂 Ulc mcclin零,
SじC ,●11侃'hnlEnt l f01'thじ Panicipan玲 List.

4、 Meどtin昇achieYenlcnts

4.1 Openin雲 remarks

1η h稔 OPC"inu rclnark、、 thc Dil'cctor GC11C!'au DG} of RAB. thピ PI'oicLt Dil'CCI{H and ('hnlT
0!、1hじ nwc{in甘、 Dr. KARAN(iwA I'a11'iLk Ⅱ斗1.D,} 1hankcd aⅡ tlw parliLipnnK f則' 1hcil'
at1ピ1】da1ル'C. R"Lrrin琴 10 山C na1101】al a¥じnda on 111じ il'1'i甘alion s、}CR"', hC 1丁IC111ioncd 11)ι11 1hじ
GOR and dcYCIOP1ηじnt parlncl's ha、'e hハ'cstcd and conlinuc to inYcst jΠ 11Ⅱ'gc scalC Ⅱ'"きali0Π
PI'oicLIS. 1hc rchabilila{ion 01' old Sじhcmcs. CIC_. and a11 1hcsc proicC鷲 nccd MIS{ainoblc
nlalW甘C111にnl Nyslelnト.10 cn乱11'じ菖ood Cじ011いnlic l'clurnS 乱ISねinιINy、 He also saiLI UI;111hじ

m吋Sion of、¥<MC<B k t0 じStablish a xuslai口ahlc "1ann甘enlent nlodcl a11d l01'じConlnlulKHI
山 thc GO、'crmηCΠ1,小CI'clb『じ.1hc p『oiccl C11rl only bc conNidcTcd a succcsH il'il nchlc、'じS 11W、C
甘0ι11S,
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4.2 Statcmcnt

rhc Dcpuly ('hicf RCPI'cscnta1ハ C u「 lhc 」1CA R、、'anda 0ΠICC、 Mr. N<UASト.101ηonorj. in
hb stat胤ncnt、thankじd a11 dw 、1a、亡110lde謀 orW<MCAB such 壮、 RAB、 Districls and PI'01ピCI

Cxpcrts for thcir continuous cffL"'玲 dcspilC 山C CI'宛Cl uf(OVID・19.11C 繍id 小al wAM(AB
has rじmaiηCd P丘,ductiYc and sho、vn Nsilicncc.

Atler cxplaining t11e backgl'ound 01'、入1'AMCAB. he a玲o nlcnlioned 廿Ic achieY引11Cnl such as
rC社CtN'ation 01' DISC、 ulpacity d慨'ビ10plncnt 01'1Wuos in tar谷etcd lnodC1 釘tに5,、、a{ロ' 1LU
C011Cction and prepaNlion of thc inlplclnC1Ⅱalion slnlclul'e 丘}1' d厶Scnlinati、川.

"c apprじCi社にd lhe role of、 C01'c counlcrPι1丁N m thc inu)1enlC11t社lion of wAMC<B. a11d
Cmphasi2ed 壮Ic owncrship 01'thc GOR 鰯 inlplcmcnlcr(bピncnciary) ofwAMCAB'

q^■^ ^

4.3 PI'esentations

The f0110wing prescnlations 、、'crc madc accordi訂g lo lhe agcnda mentioncd aboYC.

-1, RCSOIU{ion 01'5小」C(' nlccling nnd 之. summ111'y 01'ιIctivitics pr08rcss and appruval 01'
m〔川iloring 5heet #5: prcsclHcd 11y rbc (hiel'1mP1剖nじn1じr. Mr, MI^ORANA .1Ules.

-3.1"1roduction of芹ood pl'ιIctice a1111C sche1力e le、'el: PI'CKeηtcd hy lhe Maηa冬er '〕f 八、/UO
<bahi力 h訂 Rwalnagann (C),al'uh0豊o modじ1 灯IC).

-4. C0Ⅱab0枇11k川研'ith othc!' P『oiccls:" 1rTigatk川 SUI・、・cy 、、,as p!'escntcd by thc chicf
<d、'isor、 Mr. KUNIYASU Norio, and 而)ト0ⅡOW UP 01'NU{1'ili{川 PI'0¥ral" was pNsenled
by the corc c0山ltelpartin C11ar¥e Faml ManngcmC11t. Mr. SI(YIRANBER露()S、、111d

-51'ccdback from thc M011ilurin昼 Mission 、、as pl'cscnlcd by 111C Dil'cclor 01'JICA HOS.
Mr. SUZUKI Fumihiko.

As a part oftl)e "fth pl'CSピnlulion.thじ丘寸10、ving Ⅱndingx and rじConul〕じndati01郭 aN
Prcscntcd by lhc Mission:

(1) common practices in a11 Sites

'靈ⅡUrls (1t'1W{J(.入 to jnlproYc thc c011Cction of 、、ιltビ1' 1'じCs thl'OU菖11;

〆 slrcngthcn rdationships、、'1tb cooperat八,es
- contracl a菖rじ引nじnl 、、'ith ind八'idual farnlcrN and lNCN for non、11gl'jcultl】ral

P11rpose

' S{1'engthcning 小e ilnpleme11tation systeln:圦/AM('AB 玲 discU5Sin冬 With ハ¥UOS I0
S!1are 小e cosl of hiring a Field c011aboral01'(ト(')

1
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(2j Rtc01111ncndations

j・ one-)'earexten虹on of廿le l'echnkal(;uidancc phaxc
戸 Dビ1ays in 1じC1ⅡliLal guldanじC aC1武'ilicx dⅡC I0 11ι"、e1 1eslhdi{1ns hC1い',n

R、、'anda and Japan. and wilhln a coun11y. cauSにd b),1hc ('()Y Ⅱ)_1り。ulbl・、ι k.
戸 1'unhcl' SU'cn菖{hじηinU 小C C叫轍Cily of'1a「冬C1 八¥しOs lo bc a .'modcl-1いiし("
' 1mP1引11Cnl aL1八 ilks lnkina hlt0 ιWC01川lthc l・じPlkabilHy oflhc olhcr KchC1ηCN.

C・き・ Sねndardizcd lwu01Ⅱanaド引ncnl modcl -、VAMCAB modじ1"、 A 、11Vト
Planning b) 1、UUOS、 etc,

M驫instrtaminl: oflrri妾穿lion schtmc mana套Cmtnl "・ithin thC 昇0、,ernmcnl11.

-1ncludes ltcn〕N relalcd lo irrigatlon schピ1nじ ma1融甘elnじ111 m 202うi23 1MIHICO
taracw、

〆 f'"'mly poN11ion lhc "、N<M('AB nlodel"川 lhc (iuYCI・nlncnl'K slral、曾i,
documents,

声('1arincation 01'1hc rolcR and tcsponsibilHicN of 01'ganiZをHions thal supp。Π
1圦IUOH

f二.g, Dis{riじ1、 RAB sultion and RAB HOS

"i. トacilitatc kno、、kd嬰e 盆nd expcricnce sharing am0Π0 ハ、'しOs b)・ the
GO、'er酢mcnt

- S山dy toul'sto lhc modcnwuos
〆 1WUOS' CxpcrlCΠじC sharin8 WOTkshoP 丑1 1hじ D玲lriC1 1C、cl and nationa11C、 CI

U'UIU1じ idじa".

戸彫虹aMiNh111C11t oflhlion・'1'edじrati0110f lw(N入 lfuturc idピι謀)

i、'. FⅡnctionalization of N11Uma 2211i"sidc irri武ation facnitics
声、11CA HOS ιlnd consU1始nl arc discussil]g lhじ rcno、a(i01] 01'S("ηC 、)、 n 、'1"、.,
f イC・g・ 1)1聡11'enlo、'nl funclion at rじ"Ⅱlati0口 tanks. dl・ainι1名ミ: dilLh a11"ain い、).
f 匹Xpeding RAB to inslaⅡ、'0111壌C I'eguhlor at po、、・cr diS11・ibulio" 1{U】.1;1 1 C

Pumplng ゞa110Π,

〆 EXPCじtin冬 RAB i" COOPCI'alion 、、'ilh ハVI×)s to w01・k for lncasul・.K ;旦;'.t
CroNioTl al011冬 Opcn ca11a1工.

5. Discussion

A qucslk川 alHl a1狐訊'er SじS幻on was hcld as lbⅡ0、、・S,

、
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(1j "二鬼tunsion ot'1hι! XUC"nd ph註XC

. Mr. Vじdastピ介om MINAI"()c asked 、入'<MCAB IO S110、、' clearly lK・1i、iliピS thal、、せre
not implcmcnled to e虹imalc lhc tlmc l011C addcd (1hぜ Cxtcnsiι川 of 【hi、 ph;Ⅸじ as
1'equcstcd). a】so askcd to i1ハ01、'c the pn、ate ト,ector ln い,1j、、MC八B acliYilics. Nuch aN

Tcclmical and vocationa1 卜lduCιltion and 丁rainin甘 CI、V辰T) and lntcgrntcd
Polyledmk RC即onal {、cnlcrS σPRCS}

- Mr. JU1じS cxplalncd 小at olw ycar of11)じ Cxtじ1]Mon wiⅡ bc sul'nじicnlto catじh up

丘〕r delayed aclivilies d山i11g Ⅱle tcchnical guidancc phase inじIuding giYing a fU11
Pnckagc for lwuos and TF mcmbel、介om b0小 districts ond 武<B

- Mr. Banamwa1旧 n'om MINIZCOFIN also commented that lV駐丁,1PR('x and

The pl'iYalc SビClor calmot be includcd in い'!AI、1(!AB acli、ilics csl〕ecial" f01'

tl'aiΠ111輩' sincc it 稔ηol nlcnlioncd in lhc Ni即Wd R/D、 so jnclU小n8 thcnl at lhis
Cxlcndcd phasc could bc likc changi非o thc l)1'oicct.

- Mr. Jule5 also said t11at lhe P打Yatc sccl01'is inじIuded indil'CC11y sinCビ圦・1]じn solnc

malerials ne亡dcd lo be procured by 1圦i'UOS 01'the pn)iect durinU 1αli11ing.10じnl

busiηe鰯es al'e t11e oncs that provid亡 a11 ncc〔1Cd nlatc"als.

' D(i朱AB SUPP01、tじd thじ Pn)posalthat 小じ1、ピム n0 いbiCじli{川 to this one、yenT cxtcnsion
UW PI'oicc( could 110l bc 、'iclimizcd by lhc cov")・19 SitLmlion. as lhc pl'oiじLI 、

CXPCじIcd to conlc up wilh a good and suslainablc irrigation sC11C1ηC managcmcnt

Ⅱ10del. it Nh0111d h臼VピじnoU菖h "mc to achic、'e il as covlD,1り dclaycd itN ;1Cti、,itlCト.
by Nslricun曾 1〕oth ⅡHじΠWlionals and locuhno、じlnじnls

(2) hlclusi0110fwA酬CAB actiYilics into lN11Hlco t謹r又ot
' Mr. Banamwalw froln MINECOFIN said t1轍l hc 、、'ould support aslnuch as hc cnn

Oncc thc dislrk玲 include thC5C i訂 their plan5 and sc"d itto MINK'OHN. Hc added
that i11Cludin甘 W'AMCAB adivitie5 in lM1ⅡIGo ofe、,CI'y Distriじt would S1岱lnin lhe

irrigalion schelne ma11agclncnt by lwuos.
. 1、4r. KUNIYAsu said lh11tit、、'as d'CLISSにd wilh aⅡ Dislricls whu'C 、~'AMC<B 、、1器

Opel'alin筈田ld they a¥rじCd thalthe neXι nscal year 、¥AM('AB I'じlalcd aC1八itics

Would 、c inC111dじd iΠ小Cir 1入11111Go of D太tricts.圦,'AMCAB would hclp in
dl"aftingf伽'mulat伽g iust R"' clarifying how this lMIHKK) 1'cla{cd wilh wAMCAB
Should bc.

. Dr. sheln、u cxplaincd Ⅱlat to i11Cludc wAM('へB aじtiYity iⅡto lMⅡ11(K), 1hじ
acliYily should c0111C 訊,ilh a bud甘et

〆 Mr. Ba11ι1Πハ、'arla c011thT11S thal hc 、ミ'i11try to d01】k bcS110 inC111dじげthじ 1'cque虹
Comcs h01Π"1C dixtl'1Ct.
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゛ rheprqiectjor1レαteruanagιnlentand
., j"ヌ己こ、 capaι'itνおUildi,1g所RH,a"daf"盆UC4βノ 」1CAι'"dι'f "、、i、fι1,1ι""ιi",//t"■ 0,1' i,1 'Y,r゛rdi""1iイ,"",il/1.リi、.1'iRI "11d k.18

{3} xdtin輩 of 、、 atピr fぞ'!S / 1'誌h f卸rnlin武訊Cti、,i{iι、S
' MS. S111B<T< Uskcd alxH11 U】ピΠXi"巳乱11d Lak耻lalion 01'1he 、、,ale1オせe 川"0山H lo he

P細d and if a臨 CTOP、 arじ Pnyi"¥ thc Ka"1C {1m0Ⅱnl of 、、111er fじC_ S}w askじd lhじSじ bY

墨ハ'1ng cxa1ηPlcs un ca51】 U'011ト、¥hkh 且じnに1'aW 冬ood 川Con〕c conlpared to n01・1nal
CI'OPS 、、'hiLh don、t 芹iYc biμ b引Icfi鷲 to f出'mじ1>、, shじ a、o a小,iゞd wAM('AB to

RIC11Halc l'al'mel's in lrrigation schclnじS to shin lo caゞ]じ1'ops sinCじ il wi11」・cdιWじ tl〕C
dla11e"UCS 01' payin旦 Waler filcs aN 小Cy nlay bene111 from it.
- Mr, Fidclu said 小al Nince 1圦、'しOs and c011C以川雪圦,ater fees to lhC 1圦ノUo are n

rela1ハ'cly nC研' conceplin 圦,'AMCAB nkxlcls si【eト、 as wC11 as in U1ピ CO{川11・ヅ、小C
Paylng 、、雛じ」' fじじ and itS じalculati01玲Ⅲ'C 5ⅡⅡ bciⅡぎ SensiⅡZed to farnlcrs and a
good syS1ピm is heing dcYclopcd.1halis 、¥hy up lo nu、、' 1UΠ1】じ1's al'c payinⅡ、Yalcl
北C baMn甘 on 小C 5izc ul'1hc land 山C I'社m1じ1' 0、、 n.蹴ld aⅡ Crops b0小 n0Π11al
Crops a11〔1}11豊h 、 alucd crops farmcl、 al'c sti11 Payin甘 lhじ Sa!Πじ anlounl 01'、、 alcr
fce sel by gcnじral a5SCI"bl)'1ηじじ11n琴S 01'1Wし05, calculati01様 Up t0 10day do
"ol rどRr lo plannピd aCⅡVilics to be donc by 1い、/Llos i" its daily ma1Ⅲ甘Cnwnl
Iikc opc】'atlnμ Cost' planlwd mainlen引Ice and stハ'in菖 R)T futurc l'chι小ili始tion of
i「rigati(川 facilitlcs. Hc also said tl〕at in thピ兪」tlu'c a11 the、C 、、'ould hビ ConskルTピd
a丘Cr lWし10s arc wCⅡじapacitatcd and 1川羽11alizcd.

声 Nlr..1Ulcs addcd thal, in sonlc il'rigalion schcmcs. n01'mal cr01〕s alK111igh 、n1ⅡCd
CI'ops al'e nol payi"ぎιhじ Nan1ビ、、a1じ1' kビS. hじ gaYc an じXample 小al Ka¥il{mba
irriuauou schじlnc 、、'11{:rc diflcrじ11t 、'じ甘じlab1じS 、、'urc plan1じd 〔}1'、、hkh M}mピ R、1

Cxport oulcr lo bc sold m t11C cot川lry,山C walcl' 1、,e 、、,hkh 厶 being paid blY
、'egetablC 甘Π)、凡'CI'N 社11d olhcr cropx 011niフピ, soybeans or beans)' d廿'fじrじn【、ミ110SC

Ycgctablc gro、、'crS 出'c paying big am0Ⅲ11 Pcr Ⅱnit al'ca onand c01"pal'cd t0 廿]cil'
falow f加'mcrs 、、 ho wcre growing othcl' cr01". Hc added lhat in thc future ancr

d)c estab1太hlncnt 01' a nlnclional 、、'社1じ1' 1Πanιlg口nじnt syゞcln.11】ピ Calculalions
晒Ould 、C I'じⅥSじd aj]d rel、'110 lhじじ0ゞ 01"OPピralion and n1廿"1tenιmCじι1、0 Nι1、'11】1!

for んltu】'C I'C1微h11itati〔川. b1Ⅱ UP U1ピ" t11CI'じ、、、ould bじ a l{川冬 j(川Π1じy l0 谷0
' Mr. claミ1dc rl'om R(A asked aboulthじ"sh 仏「nling business. hc ;1Skcd bじ1、、,CC11

Coopcrativc and ハYI}0 、、'ho 、、'ould hc hal'、'じNtm¥ these 打Shcs as they might crcntc
Connicts bct、、'ccn thCΠ1

声 Mr. Jcarl Danlasccnc. Dislrict (orporatc DiY6ion Managcr h01机 R、、,amagana
Distl'icl al〕S、、'ercd lha11hc nshcs 、YiⅡ bc hal'、'cxted by ハVUO 、、・hich 玲 nl【"R1芋111甘

Ihe dams at lhc monlcnt 細)d cnNU「じd 小a1 廿Ic d稔11'ict is slron冬ly playing an
arbilration rolc bctWじCn coopcl'ali、'cs and ハ¥uo as lhじ deYじ101〕n〕cnl 01'1HHh is
Unc 01'1hc obiedハ C>,、寸'thc diS11'ict

声 MI'.('1audc snid ulal、Nho wiⅡ CO、'er "1C cosl of fcC山n豊析゛1 ax it is cxperNjYC
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ι',ιdtf "、.、i、1",1"ι.'り',/1ι:" 1nιl i,1 ι,イ,f/rdi"a11'0,1 1'.ilh .111.'、'.、1ιiRI "Jld k.1"

戸 Mr, B01】11aCじ Sald lhnl R<B agl'ccd lo suppon Hsh seedlin撃 and lhe c0針北}t
Iannjng 、、Ⅱl he covcred hy lwuo and thc benc'1 Wi11 bじ Used for OpcrlHlon

and nⅢlnlcnancc of irrl¥aliι川 facililic$, Hc addcd 111al dle morC 1圦,'UO ιTaln、

Otl〕er N{Hlrces of re、'ピ1飢ICN、 111erc 、、■11 be no rcque武 of increasc of 、、這11Cr fCじS
Whlch ls not cnoU8h atlbc lnomcnl_

〆 Dr. shC1ηSu cxplaincd lhal cach iTri豊a【ion sC11CmC じons{Nclcd in R、、,丑Πda is
ha11ded oYer un1じ血11y t01圦Iuo and it 稔 tlN 1圦IUO 、vho 、、iⅡ be responsib1ピ for
Inanagin甘 a11 acliYitics insidじ{11じ danvre5ピn、oir

(4) F0110碑'ⅡP of N荘tiri村on pr0曹ram
' MS. za11ara 介om Rubona RAB station asked aboutthe nulrition pr0菖1・am and lhc

Nlationshlp bct、、'ccn小is pr08川m and wAMCAB、、、hcn、 how and whY iい、・as addcd
in wAMCAB ιIcli、'ilics.

- Mr. OS、、'ald explained lha11his pr0甘1'am is l0 雛lalyzc H'f紕'1ncl'S C徒1〕 h小,u a11

"Ⅱt{'ie11ts R'quircd for 小Cir fanlily health fl'on〕、、、ha1 Ⅱ〕ey are cul'rcn{1y growing,
- MS、 MatS11da cxplained that in 田10廿Icr pr0蓼ranl' Nutl'ition scctor polic、, Loan、

One oflhe policy actions was for RA" to d獣'elop crop cnlendars for nutrition、
donsc food in in"igatjorl sclwmcs、ιln(1 Sincc wAMCAB modd 斜tC5 、、・CI・じ

Sclcctcd ror lhis tal'acling sdlcmc、 W'AMCAB has conduclcd f0ⅡOW UP

aC1ハ'1t1じS. shc ad(1じd that lhc major acti、 itics (北'1hじ 1、〕110W.UP 01'1hじΠU訂・ili{"1
Program would bc handcd ovC110111e MiⅡistry A小・isors、 b川 WAMCAB 、、・ould
PI'0、'ide panial s【1Ppon.

別添1-2

r

6. Mec"n冨Rcsolutions

Ihc partiじIpants ofthc mcclin81'CS01、'cd thc R)Ⅱ0、、in8:

)" T11C Monilohn¥ shピCt #5 、、'aト, HPPⅡ八ed.
〆 A onc・year extcnsion or{he Technical Guidance phasc was approYcd by JCC.
声 incluslon o「i1ピnls j'cla1じd l0 Ⅱ'」'i甘alion Sじhenle n111nagenlcnt in lMIHIGo tal'甘ピ1S f01・

20之2,セヌ、ⅥIs reconlmcndcd.

フ. closin習rcmarks

AS closlng remark5.1he DG of R<B once again 小ankcd 小e pa11icipalHs lbr 小eir altcndalNe
and 、11C<{ca"1 for 小Cir cxperlisc."e also rCⅡlindじd aⅡ Parlicipanls lhat 圦,'AM(_'AR is a new
PΠηCct m R、、'an【1a workinι! on a nlanagC1ηCnt 1ηodcl 〔)1'1hじ irrigation schcmc、 al】d fⅢ・ this
rじason、 hc askcd 小Cln to lcanl n'oln 、V<MC<B.itS 壯dlicYC1口C1Ⅱ and ln蹴lagじmじnt nwdじk.
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"゛幽岬、

(合)
'、、削"柚岬一"

。ftheseventhJoi"tcoordi"atingcommitteeMeetin套 or e jMinutes

Mana曾ementand capacityBⅡild血客inthe RepubⅡCo wan
27th Mey,2022

1.1ntrod11Ction

11iれewiththeimplementationof"theprojectfoTxvaterManagemena p h
(WAMCAB)・basedonthoRecm'dsofDiscussions(R/D)sign゜d゜n2 ゜P ' d
G。ve血nentofRwanda(GOR)representedbytheDirectorGenera,( JICA)
AnimalRes。urcesDevelopmentBoard(RAB)andJapanlntemati゜P P .壮 JCC)
Tep y d 27伽Ma,2022atl"EMIGOHotel,

AGENDA

rheprqiectforlpateruaHage肌e"tαπd
Capaciか Buildiπg ih RW伽dαイ1尹4UC4β)
b,dιr伽Sist"ⅡeeofJICAa11di,1C0のdiπation lpit11MINAGRI""d盈'1B

(

1. Resolution ofthe 6th Jcc meeting

2. Re 。1tin 。foveraⅡProgressfronlNovember2021toApri pp
Plan after Apri120223. Explanation and Approval ofwork

in Rwandan Ⅱme.Sta11ed at14hoo and ended at17hoo pmThe meotlng

・,入

2. participa11tsofthe meetiⅡ套
deaned in 小e 刊D

D・fferent ersonalities from institutions concernedby the pr゜jec p
attended the meeting:

》 RAB:DDG(D即UtyptojectDirectot/Jccchair),Head゜ j '
S ecialist(chieHmplementer),seniorAgTonomist(CΦinclara '
fTom RubonaandNgoma;

Member);MINECOFIN: Monitoring of負Cer(JCC

RGB' tsecialist(JccobseNer);
DISTNC丁;V/MEDfromGlsagaraandRwamaganaσCc em ;
JICARwandaof丘Ce: chiefRepresentative,program゜ 1Ceri g
XVAMCAB ncA Experts: chiefAdvisor/1堂igati0訂゜ icy,

anage111,/1W・uoof負Cers,1,ogistics/Monitoringand
》

E luati。n officer,1rrigation Engineers, Agronolnis s a

(

for 、禅ater

@'

》
》
》
》
》
》



'

陰}
、舳"、""゛

3. MeetingachieYements

3.1 0peningRem昇rks

TheDDG。fRABpraisedtothepa此icipantsfortheirtimetoa杜en suc p
thatRAB is w。rkin号Closely withthelapaneseexper[sforac ievin三 j
H raisedhisappreciation t0晒IAMCAB projectfotthefrⅡitfu activiie
R ma ana end Gisagara districts. He added that wAMCAB pr゜jec
ide a丘巳r phasing out asit waS 仏Sked to elaborate the in地a i゜n

3.2 Statement

ThechiefRepresen仏tlveoftheJICARwandaof丘Ce,in iss ' ht・S
tkeh。1derssuchask、.B,DiS廿icts,Jccmembersandpr゜jectexp d. h d
beinamadeinimpemen d lment。fthesector.
With agriculture sector ac or

Presentetions3,3

R l ti。n 。fthe 6th Jcc meeting, PNsented by 血e chiefA vis゜r1.

Thechieflmpementerp ved、par[iCゆants,2.

Explanationanappr゜v tthateverytimetheamendetnentisneede3.

Stakeh。1ders shouldbe consulted aⅡd amend (improve)it'
DisCⅡSsions3.4

in MINECOFIN raised hisSector
BANAMWANA in cherge of a套riculture》 Mr. Bruno

hievement 。f wAMCAB project which is very imp
appreciation for signi丘Ca爪

agriculturalsector in 三eneral, model sites as it is
ψ Heaskedifv、1AMCABisdoingtheintegrationo riC 切

in partnersh印 With
r。ductiYe, he was answered thatthe research is eing

FAO... 1
H estedthattheintegrationof、NAMCABactiviies'V'

・ ihi 。 has speciflc f0110w up and evaluation,
G・ aradistrict,saidthat even activities amongac l p

d c。nsideredwhileevaluatin宕 districtwoT er ,

dd d 。nce wAMCAB activities are included in imi g '
eannarkedfromRAB/MINAGRI・

rheprojectforlFaterMαπαge野lehtαπd
C叩4dかβUildiπg加RW伽d叫即'MC4召ノ
むhder。卵islahce qf'JIC'α"d hlcoordi"4ti0五 With ,,iN'GR1α"dR'1B

(

戸軸、、

j詫A)

(

r牙 @K
2
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TheprojιCtforlFaterUαπαge抗eπta,1d
Capadり,Build加宮 iπ RWαπdαイ1尹4MC4B/
b11der。ssiS1捻nCιofJIC』ahdih coordi"atio" 1Pnh ulN4GR14"d凡'1β

ψ He sug名ested to conduct next Jcc meetina and visit t)e sies
functi。nality ofirrigation facilities and have a clear image ゜n ゜W

The chiefAdvisor ofwAMCAB project, a三reed with 血ei ee ゜
・n 。ne 。fthe tar3et district and visitthe model sites, He pr゜P゜se

in Rwamagana and cyaNhogo lnodelsite wiⅡ be visite . e req
Considel.

Where cyerah0旦0 lwuo can》 The DDG 。f R、B praised the wAMCAB project' achieveme
mana e the water facilities by themselves, famlers in Gisagara
He raised the idea ofcreation ofumbre11a and federation even
r。cess, he also sugaested that a digitalplatform gathering a

ideaS 小rough this platf0如 by lwuo from country wi e'exchanging
Salaties ofFcs after

if1工入『uos themselveS 訊/i11、e able to continue paying eIhe DDG requested

XVAMCAB projectphase out・

re uested aboutlhe use ofcalendar among farmer'He also

Ihe chief Advisor of wAMCAB explained about cos s ' gゾ

Startedt。 pay 50% ofFCS/managerssalaries and an ua y
IWUOS.

WAMCAB e叉Pert MS. Matsuda explained thatespecla y yY'

themanaaetsby themselves wherethe wri杜enexamsan in
mbersin pa血ership with TF members and n゜血a y,

n。n l。calc。mmunity,even some ofthem are farmers mem

iれ小e irrigation scheme.

d. t。r。ffield c0Ⅱaboratorsof研IAMCAB,expV/

as。n,atechnicalmeetingcomposedwit tes '
mist and 山eir presidents, the manageT and t e pre '

b r。fTF analyze and plan togetheron the cropplng

irrigation calendar.
H ad 。f 。f L11_1T, RAB, suggested that it w゜U》 Mr. Emile RⅡZibiza,

SuccesssloryineveryJccnleeting・.. d
/M ED, Gisa套ar鼠 district asked aboutthe Kn゜w e g》

h・ dc。unW 卵 itwas P1抑ned atthe startingofproject;

3

》

(

・,入

(

i■ aシ
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The projedfor lpaterM"απ4ge形e11t 4πd
Capaci卯βUild加宮iπRwaHdαイ即'UC4β)
bhder4SsiS1αhCι qf'JIC'α"d i" coordihali011 Wilh ,1iN'GRI"πdR/1β

itwiⅡ be Nsumed as covlD・19 Pandemic isb covlD_19 Pandemic and the schedule disNrbed,

reduclng.

Mr. claude,Jcc memberfrom RCA askedifduringtraining p

new laW 名。veming cooperatives in Rwanda is bein套 Consi ere
nswered thal acNaⅡy there was no training organized a er t is ne
r。vin the existing training manuals RCA 、vi11be consu te ゜ P

DDG 。f RAB Dr. BUCAGU Taised concern aboutrice verie '
nleetin ale being otganized in w"AMCAB modelsites, a ゜u ric
Varieties as consumers and miⅡing colnpanies prefer it' e app
。m。ti。n 。ftice vatietiesrecommendedby Rι、、B and miing p '

C。nductina adaP仏bility triels in model sites through dem゜ns ra '
am。nc。。perativemem、erS廿lenmostproductivevarieies '
then w。rksh。ps on rice varieties are has organized for 血Creasing
ice varieties、 forseasonpreparationmeetiれgs in mode si es, P

Was shared, the lwuos prepare watel distribution p an an

C。。 erative Nferring on water distribution plan, they ゜rgani
Calendar (plan) and petformance con仏Ct is signed between
res 。nsibilities ofeach partis hi邑hlighted・

》

(
》

.,入

( 4. MeeungResolutions

The alticiP即ts ofthe lneeting resolved the f0ⅡOwing:

》 M。nit。ring sheet#6 and work plan a負erAplil,202 Were app
》 visit。fJccmemberstowAMCABmodelsiteswi e g
》、NAMCAB t。 C011aborate with other diff剖'ent actorsln a邑'

5. closiⅡ雪remarks

m釘ks,theDDGofRAB,Dr.BUCAGuchares ・11・nvestin in
H mhasizedontheimportanceofwAMCABpr゜jec rnandca11edup0れHeemphasizedontheimportance゜ fc。unteconornyandca11edup0れHeemphasize ontelp l asbackb。rnofcountryeconornyandcae up

everyone to be committe to

r4卿
4
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Thepr@iectfor lP4ter凡1απαge抗eπta,1d
Capaci刻召Uildiπg iπ RWαπdαイ1P4UC4召ノ
U,1der a$sist。πCι oi'JICA α11d hlcoordiπαtio"",itみ凡flN▲GRla11d凡13

MinⅡtes com iled b

Edouard

(

A霧ronomist序'AMCAB

Reviewed b

ITIN貝MA

・,入

/1雨'0.CAPA匂.ぐ゛"、,.〔,イ1.
き'゛.._,..'ノ

剖1州.db.捗Wi武MC貞B毛
ψ气.,.:・,'島

M黒、L1工1天、'L""、、ゞゞ
MPORANA

柄IAMCAB chieflmplementer

A r0Ψed_旦工1

es

ず'ー

BUCAGし harles

圦IAMCAB project Dlre

DeP11ty Dlrcctor GeⅡeral o

(

壁匹塑四上Σ」

,乳

.

、
、、、

WAMCAB chiefAdΨisor/1rri三ation policy

゜《、,"宅かノ ず
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